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号nAmi 文題 目 light stress (異なるタイプの褐虫藻の温度および光ストレスに対する

生理学的応答)

審査要旨 (20 0 0字以内)

1.研究の背景と目的

サンゴと共生する褐虫藻には様々なタイプが存在し、褐虫藻のタイプや生理学的性質が

サンゴの白化感受性を決定する主要な要因と考えられている。しかし、様々なタイプの褐

虫藻の生理学的性質を調べる研究はまだ多くない。本研究では、異なるタイプの培養褐虫

藻が高温および光ストレスに対してどのように応答するかを調べ、褐虫漢の生理学的性質

がサンゴー褐虫藻共生体のストレス感受性に果たす役割を理解することを目的とした。

(次頁へ続く)



2.研究内容

5つのクレードに属する 6株の培養褐虫藻を用いて、高温ストレス下での成長速度、光

化学系日の光化学効率を測定し、成長速度、光化学効率ともに低下するストレス感受性株

、成長速度、光化学効率ともに比較的高く維持されるストレス耐性株、そして光化学効率

は高いものの成長速度が低下する株の3つのカテゴリーがあることを見いだした。第3の

カテゴリーに属する株においては、光化学系以外の反応が高温により抑制され、その結果

成長速度が低下すると考えられ、今後褐虫藻の高温耐性を研究する上で有用な研究材料と

なると期待される。

第3章においては、培養褐虫藻を強光ストレスあるいは高温ストレスに暴露し、クロロ

アイノレ蛍光に基づく光化学効率と酸素発生に基づく光合成速度の2つのパラメータを測定

した。その結果、 2つのパラメータはストレス下で減少するが、光化学効率が相当程度減

少して初めて光合成速度が低下することを見いだした。本研究は、光化学系IIが光合成反

応を維持するために必要な量よりも余剰に存在すること、そして光化学効率は光化学系の

損傷を調べる有効なパラメータであるが、光合成速度の代替ノそラメータとして用いるには

注意が必要であることを示すものである。

3.研究成果の意義と学術的水準

2章および3章の内容は、それぞれ査読付きの国際誌に公表されており、 2編の論文と

もに申請者が第一著者となっている。これらの研究は、褐虫藻の生理学的性質がサンゴの

由化感受性を決定する可能性とその機構を調べるための基盤となる知見を提供するもので

あり、学術的にも価値があると考えられる。

4.審査会の審査経過及び結論

8月7日(金) 14~ 15時に理学部528室において最終試験(博士論文発表会)を行った。

引き続き17時45分より理学部530室において審査会を行った。その結果、提出された学位論

文は博士学位論文として十分な内容をもっと判断し、学位論文の審査を合格とした。また

、論文発表会における発表ならびに質疑応答において、申請者は専門分野および関連分野

の十分な知識を有していることが確認できたので最終試験を合格とした。


